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アノレゼシチン､ソ

トの董青石石材

石原舜三1)･グラツィエッラカプラレッリ

まえがき

今年の7月11-14目,日本コソベソジョソセンタｰ(幕

張メッセ)で開かれた世界的た石材見本市,ジャパンス

トソフニアではいくつかの岩石学的に珍らしい石材の展

示があった.その一つ,アルゼンチン産の董青石石材は

その70-80弟カ痩青石からなる興味深いもので,説明に

よると花嵐岩と共に産出すると言う.

董青石を含有する花嵩岩はSタイプチタン鉄鉱系とた

だちに判定することができるが,我カミ国の標式地である

西南日本外帯南部の諸岩体にみられるように,童青石の

量は少たく,かつ捕獲斑晶として産することが多い.し

たがってこの様た石材の産状は非常に興味深く,主に

GOrdi11o(1974)の記載を引用してここに紹介してみた

し･.

広域地質

量青石石材産地は,西経65.00戸,南緯30.51'(第1図)

アルゼンチンのほぼ中央部の丘陵地(海抜800m)に位置

している.コルドバから車で西北西方向に184㎞の距離

にあり,ソト(Soto)の南方17㎞に位置する.

南緯32｡付近の南アメリカ大陸では,東部のブラジル

南端,アルゼンチンのコルドバ西方,チリとの国境付近

のアンデス隆起部の3ケ所で,先カンブリア系を中心と

する基盤が露出しており,その他の内陸部は表成堆積岩

類に覆われる.花嵐岩類もこの3地域に分布し,その時

代は東都で古く,西方へ若い傾向を示す(第1図).

アルゼンチン地質図(1/250万,1982年)によると,コル

ドバ西方の露出域には主として上都原生代の変成岩とミ

グマタイト,これらに貫入する古生代中期の花嵩岩類が

面かれている.変成岩類の一部には雲母グラニュライト

が分布し,変成度が高い岩石が存在することが推察され
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第1図南アメリカ,南緯32｡付近の地質概略図(1/500万南アメリカ大陸地質図1967による).
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1)工業技術院:〒100東京都千代田区霞ガ関1-3-1

2)地質調査所地殻化学部STAフェ目一(1990.3-1992.3)

キｰワｰド:アルゼンチン,茎青石岩,Sタイプ花開岩
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アルゼンチン,

ソトの董青石石材
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る.

採石場付近の変成岩類は主に雲母珪長質片岩からな

り,その変成度は緑色片岩相程度である.アプライト質

岩脈がしばしば貫入する.変成岩類はE1Pilon花嵩岩

体(16km2)の避入をうける.この花嵩岩は石切場付近で

は地名に因んでOrcoyana花嵐岩と呼ほれる.

つ茎青石と黒雲母から構成され,少量成分として石英,

斜長石,珪線石,燐灰石,二次的白雲母,局部的に産す

る電気石が含まれる.

董青石岩の採掘場は2群に分けられる.Tamain石切

場では黒雲母が少ない淡緑色系のものが得られ,Cerro
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第2図Tamain石切場の地質概略図(Gordi1101974原図).

OKcoya醐花寓岩

Orcoyana花崩岩体は次の4岩相から構成される.

li〕中粒黒雲母花闇岩,量的に最も多い.

㈹細粒アプライト質黒雲母花崩岩.

㈹カリ長石斑晶を持つ斑状黒雲母花開岩.

㈹結晶片岩の小岩片に富むミグマタイト質岩.

これら花嵩岩類はいずれもカリ長石に富む狭義の閃長

花嵩岩である.董青石岩との境界部付近では童青石を含

み,Tamain石切場では接触部沿いに厚さ20mの花嵩岩

が童青石を含んでいる.代表的試料のモｰド分析結果は

約4形の茎青石が花嵩岩に含まれることを示す(第1表

5).この花嵩岩はカリ長石(51%)と石英(32%)に富

む黒雲母(5%)花開岩で,化学的には高含有量のSi02,

A1.03,K.O,高いFeO/Fe.03たどで特徴づけられ,S

タイフと判定しうるものである.

蔓青;百岩の産状

董青石岩は花嵩岩体中に散点してみられ,地形的た凸

部に位置している(第2,3図).これは種々の比率を持
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Negro石切場では,その名の如く黒雲母が多いために黒

く,暗緑色系で,さらに北東部では石英やアルバイト細

脈に切られる種類も存在する.

下欄毘i㎜;石切場

ここでは北西から南東へ向げて,4つの丘(1～4)が

あり,いずれも蔓青石岩を伴う.

丘1が主開発地区であり,中粒(5-10mrn)の淡緑灰色

のものが主体である.その化学組成を第1表1に示す

が,第2表6の鉱物分析値と比較してわかる様に,これ

はほぼ純粋た董青石岩に近い.

この石切場の北部には高級品である2-4㎝の“茎青

石の眼"を持つものが分布する.また南方には黒雲母片

岩が分布し,それと董青宕岩との境界部には,片岩角礫

の一部を董青石マトリックスが埋める角礫岩がみられ

る.さらに南方(第2図のAntof)には幅50cmの直閃石一

絹雲母岩がみられる.董青石のピナイト化はペグマタイ

ト脈に切られ.る部分でのみ生じている.

丘2は丘1とほぼ同様であるが,一部に粗粒なものが

ある.また地質図(第2図)には記していないが,董青石

化片岩も存在する.

丘3では,上記2種に加えて,中粒暗緑色系がみられ,

これは黒雲母に富む(1亨容量私第1表2)･また粒度変化

も著しい.雲母片岩が多数残存しており,それは部分的

に童青石化している.

丘4には電気石に富むペグマタイト脈があって茎青石

岩の東縁を画すが,ここでは更に黒雲母が多く,蔓青石

/黒雲母=1である.したがって丘1から丘4へ黒雲母

が増加していると言える.また丘4では隣灰石が多く含

まれ,約5%に達する.

Ce亙亙｡Ne9疋｡宿初場

ここでは(第3図),次の3種類の茎青石岩が不規則に

入り混って分布している.

li〕黒色系.ここで最も一般的たもので,第1表4に示

すごとく,黒雲母が多く(39%),また石英(12%)やオリ

ゴグレｰス(An13)斜長石(3%)だとの不純物も多く

含まれる.

(i傭褐色系.これは黒色系に石英とアルバイト(An5

%)斜長石のスポットカミ入るもので,ペグマタイト期に

生成されたと考えられるもの.

価〕淡色系(エメラルドグリｰン岩).量的に少たい.第1

表に示す様に,本岩はTamain石切場の岩石と酷似す

る.緑色は童青石や黒雲母カミ二次的に変質して生じた緑

泥石によるものである,

蔓青石岩の鉱物･化学組成

董青石岩の全岩(第1表)および分離鉱物(第2表)の

分析値でわかるように,董青石岩の童青石含有量はかな

り高い.いま全てのK20は黒雲母に,MgO+FeOは茎

青石と黒雲母に含まれると仮定すると,淡緑色系で茎青

石86-80%,黒雲母6房,暗緑色一黒色系で董青石71-40

劣,黒雲母36-16老が得られ(第1表),この数字はモｰ

ド分析値より多分正確と思われる.ACF図上でも董青

石端に極めて近くプロットされる.また母岩の花嵐岩は

Sタイプ花嵐岩の領域に明らかにおちる(第4図).

顕微鏡下で董青石は一般に2-10mm,結晶中心で淡青

灰色,縁辺で無色,含有物は少ない.双晶は一般的であ

る･結晶は低温破砕(CataC1aStiC)を受けることが多く,

その場合に茎青石は眼玉状に残存する.破砕化が弱い場

合には,董青石は黒雲母と共にレンズ状層～状にみられ

る.董青石の化学分析値は第2表に示すが,Mg/Fe÷

2,Fe2+/Fe3+=13-24で,著しく還元的である.

黒雲母は1-2mm,淡褐色を示し,CerroNegroで

は珪線石や･まれに緑泥石に交代される.珪線石はつね

に針状集合体,董青石や黒雲母と密接で,まれには石英

に包有される.

石英は少量で他形,斜長石も少量であるが,周辺部に

向けて一般に増加する.CerroNegroの北東部ではペグ

マタイト期のものがみられる.

董青石岩は1968年頃から発見,稼行され,最初は装飾

用壁材としてイタリアに輸出され,その後国内でも用い

られた.厚さ3cmの板材が報2200/m2の値段であり,最

初から高価であった.一般にはピナイト化を受け易い董
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第4図ACF図における茎青石岩(黒田),Orcoyana花開岩

(白円)およびs/Iタイプ花嵩岩の領域.
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策1表

童青石岩の全岩丹析値(易析者:C.E･G0正棚10)
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1･茎青石N0.1896:Tamain石切場丘1,主採掘場からの淡緑色系,中粒.

2.同N0.1897:Tamain石切場丘3,暗緑色系(黒雲母に當む),細粒.

3.同N0.1958:CerroNegro石切場,淡色系,中粒(“エメラルドグリｰン")｡

4.同N0.1959:CerroNegro採石場,ここの主体である黒色系.

5.茎青石一珪線石花筒岩:Tamain丘3採石場北方,Orcoyana花開岩と董青石岩との接触都｡

n.d.未測定.tr:微量.

青石が,ここでは無変質であるために透明度が高く,高

級石材としての価値が生じている.特に良質のものは紫

青色の内部反射を示し,アメジスタと口乎ばれており,非

常に貴重である.

成因

董青石岩は既述のように,変成岩と花嵩岩との接触都

に産するから,最も容易に考えられる成因は接触変成作

用による生成である.しかしその場合にはA1,Mg,Fe

1991年12月号�
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第2表童青石と黒雲母の化学分析値(分析者:C.亙.G0汕110)
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亨碁1婁青石膏の研磨片(等倍).黒色レンズ部が黒雲母に富む所,白色は主に斜長石｡その他が董青石･

地質二三一ス
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アルゼンチン,

ソトの茎青石石材

一29目

に富み,CaOが極端に少ない異常た原岩を想定したけれ

ばたらたい.

COrdi11o(1974)は当時花庸号化論者だったらしく,変

成岩に花嵩岩からA1,Mg,Fe,Mnが付加し,Si,Ca,

Naが逸脱する,いわゆるbasicfrontの形成によって,

この窒青石岩が形成されたものと考えた.

しかし董青石岩には変成岩構造はみられず,粗粒た塊

状組織を持ち(写真1),一種のペグマタイトの様た火成

起源であることも充分考えられる.董青石岩下盤の花嵩

岩は董青石をかなり含んでいるSタイプであり,この様

た特殊たSタイプマグマの分化最末期に生じたメルトか

ら蔓青石は固結したものではたかろうかと,筆者らは考

えている.

終りに文献を手配された丸紅株式会社勢古口煩課長に

厚くお礼申し上げる.

文献
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<受付:1991年10月5日>

花観岩のふるさと

翻形

花嶺岩は別名みかげ石と呼ばれるカミ,その名は現在の

神戸市灘区の御影町に由来する.しかしここには音も今

も欠きた石切場はたい.御影の地名がつく阪急御影駅か

ら阪神御影駅付近は平地であり,石は出そうもたい.み

かげ石は実は住吉川の上流,住吉台から荒神山(315m)

付近で採掘されたようである(図参照).現在でも㈱石久

では玉石からピンク花闇岩(本誌441号口絵1)が加工さ

れている.

神戸市の灘区付近は六甲花嵩岩と呼ほれる黒雲母花騎

岩から構成される.これは浅成のチタン鉄鉱系花嵩岩で

一般にカリ長石が桃黄色に帯色する.この花嵩岩は数本

以上の東北東系断層群からたる六甲街上断層により,ず

たずたに切られている.この断層は新幹線六甲トンネル

掘進を困難なものにしたが,同時に,古くから山地崩落

の原因であったらしく,住吉川は阪急神戸線では下をく

ぐるが,JR山陽線ではレｰルの上を横切る(図の矢印

参照).

この断層破砕と地殻隆起のために住吉川上流域の花嵩

岩は,ころびとたってその直下の御影と住吉地区匡流出

を繰返していたものと思われる.玉石は加工技術を持た

たい古代では,家,庭,さらには域の構築に不可欠であ

って,当地のものは早くから利用されていたのであろ

う.それが花庸岩の代表的地名として明治時代に登録さ

れた原因ではあるまいか一住吉川から流出Lながら,何

故に御影石が,については,その積出が御影で行われた

との解釈もある(渡辺,1987,石屋史の旅,392p.)が,地形

的にみて住吉川の流出砂石は御影一帯に散乱したものと

思われる(石原舜三).
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